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　平成29年４月にスタートする地域コミュニティ。各
地区でその運営を支えるのが地域マネージャーで
す。現在、その候補者として公民館主事が研修を
受けるなど、準備が進んでいます。
　６月３～４日の合宿研修では、参加した24人が講

義やフィールドワーク、業務の棚卸し
作業を通して学び合いました。寝食
を共にして共同作業を行い、意見を
交換するなど切磋琢磨しています。

《問合せ》コミュニティ政策課☎21-9020

合宿研
修

ルポ

公民館事業の棚卸し

フィールドワーク（まちむらたんけん）

地域コミュニティを進めるに当たっては、地域を見つめ直し、現
状を棚卸しすることが必要。それぞれ地域の状況を報告し、課
題を整理、今後の作業につなげます。

地域を歩くと新しい発見がある。そして見
たこと、聞いたことをまとめる。一連の流れ
を学ぶ。真剣です。

地域づくりの主役は地域の皆さんです。
一人一人が持っている力を地域コミュニティに寄せてください。
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市内の救急件数が
増えています！

　昨年は過去最多の
4,025件の救急出場があ
りました。
　１日当たり1 1件の割
合で救急車は出場し、
3,707人を搬送しています。

高齢者の救急事故が増加！

　全体の搬送人員のうち、
60％以上が高齢者（65歳
以上）となっています。
　 昨 年は総 搬 送 人 員
3,707人のうち2,406人が高
齢者であり、全体の約65％
と増加傾向にあります。
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こんな症状は要注意 !!　迷わず救急車を！

予防救急カレンダーを
　　　　　　　　始めました！

　消防本部では「予防救急」を市
民の皆さんに知ってもらうため
『ことわざから学ぶ予防救急カ
レンダー』を作成しました。
　年間計６枚（２カ月ごと）で、
その季節に合った内容の予防救
急を、ことわざの解説に合わせ
て紹介しています。
　消防本部ホームページからダ
ウンロードもできます。


